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わ

こ

ん

よ

う

さ

い

和
魂
洋
才

（
第
十
七
回
）

最
近
、
様
々
な
事
件
が
連
続
し
て

い
る
日
本
。
荒
廃
し
つ
つ
あ
る
教

育
や
社
会
が
不
安
だ
。
古
き

良
き
時
代
と
は
ま
っ
た
く

違
う
。
日
本
人
の
気
質

が
変
わ
っ
て
き
た
の
だ

ろ
う
か
？一

日
本
で
は
古
来
よ

り
、
八
百
万
の
神
が

』

活
躍
し
、
役
割
分
担
　

皿

で
う
ま
く
調
和
し
　

宍

て
き
た
。
人
々
の
生

活
は
ア
ナ
ロ
グ
的
で
　

ト

フ
ァ
ジ
ー
的
。
曖
昧
　

皿

模
糊

と
し
た
雰
囲
　

皿

気
で
、
喧
嘩
を
せ
ず
　

Ｊ

ま
る
く
治
ま
っ
て
き
た
。

一
方
、
諸
外
国
で
は
状

況
が
違
う
。一
神
教
が
多

く
、
至
高
至
善
の
神
が
す

べ
て

を

統

合

。
デ

ジ

タ
ル

的

思

考
で
黒
か
白
か
を
は
つ
き
り
さ
せ
、

他

の

価
値

観
は

共
存

で

き
な

い
。

さ

て

、
旧
一
万

円

札

で

お

な

じ

み

の

聖

徳

太

子

が

制

定

し

た

憲

法

＋

七

条

を
み
て
み
よ
う

。「
一
に
曰

く
、
和

を

以
て

貴

し
と

な

し
」
。
ま
ず

は

、
豪

族

間

の

協

調

が
大

切

で

あ

る
。
彼

は

皇

室

出

身

で

、
神

道

を

重

要

視

す
る

と

と

も
に

、
卓

越

し

た
仏

教

学

者

で

も

あ
っ
た

。「
二
に
曰

く

、
篤

く
三

宝

を

敬

へ
」
。
三

宝

と

は

仏
（
仏

像

）
、
法
（
経

典

）
、
僧
（
僧

侶

）

の

こ

と

。
聖

徳

太

子

は

当

時

、
世

界
で
初

め
て
、

神

道

と

仏

教

と

い
う

二
つ
の
宗

教

を
融

合

さ

せ
た

。
素

晴

ら
し

い
偉

業

で

あ

り

快

挙

。
お
互
い
に

仲

良

く
し

な

が
ら

、
優

れ

た

技

術

は

大

陸

か

ら

学

ん
で

取

り

入

れ
る
「
和

魂
漢

才
」
。

こ

の

精

神

こ

そ

が

、

日

本
人

の
バ
ッ
ク
ボ
ー

ン
と
な
っ
て
い
る
の
だ

。

今

後

の

キ

ー
ワ

ー
ド

は
「
和

魂

洋
才

」
。
日

本

固

有
の

精

神
と

西

洋
伝

来
の

学

問

を

備

え

持
つ
こ

と

。
こ
れ

を

目

指

し

て

毎

日

を

送

れ
ば

、
み
ん

な

が

も
っ
と
ハ
ッ
ピ
ー
に
な

る
こ
と
だ
ろ
う

。

（
徳

島

大

学

附

属

病
院

内

科

医

師

）
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